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復興庁平成２５年度「新しい東北」先導モデル事業「住民主体の共生型支え合い拠点・立ち上げ支援事業」 

住み慣れた地域で暮らし続けるための 

「共生型支え合い」立ち上げ支援講座 

「共生型支え合い」拠点 事例集 



目 次 
 

 

 

１． 地域生活支援オレンジねっと（宮城県仙台市） ················································· 2 
CLC（2009.8）『Juntos49』p.14-16より  

 

２． ひなたぼっこ・あがらいん（宮城県仙台市・石巻市）····································· 5 
ひなたぼっこ…CLC（2011.3）『地域共同ケアのすすめ』p.58-61より 

あがらいん……CLC（2012.6）『Juntos64』p.10-13より 

 

３． ボランティアグループすずの会（神奈川県川崎市） ····································· 13 
CLC（2012.3）『地域支え合いのすすめ』p.8-18より 

 

４． このゆびとーまれ（富山県富山市）····································································· 24 
CLC（2004.12）『別冊 Juntos2』p.31-35より 

 

５． NPO法人大曽倉ふれんど（長野県駒ケ根市） ················································ 29 
CLC（2012.3）『地域支え合いのすすめ』p.64-66より 

 

６． NPO法人あんじゃネット大鹿（長野県大鹿村） ··········································· 32 
 

 

７． 遊友（大阪府豊中市） ································································································ 34 
CLC（2005.8）『Juntos25』p.2-11より 

 

８． つどい場さくらちゃん（兵庫県西宮市） ··························································· 44 
CLC（2011.3）『地域共同ケアのすすめ』p.40-43より 

 

９． ふれあい鹿塩の家（兵庫県宝塚市）····································································· 48 
CLC（2011.3）『地域共同ケアのすすめ』p.20-39より 

 

１０． 森の巣箱（高知県津野町） ······················································································· 68 
CLC（2012.9）『Juntos67』p.66-67より 

 

１１． 三原さん家（福岡県久留米市） ·············································································· 70 
CLC（2012.3）『地域支え合いのすすめ』p.49-52より 

 

１２． ボランティアグループ沖代すずめ（大分県中津市） ····································· 74 
CLC（2011.3）『地域共同ケアのすすめ』p.6-19より 

 

１３． やねだん（鹿児島県鹿屋市） ··················································································· 88 
CLC（2012.9）『Juntos67』p.74-75より 

 

-1-



-2-



-3-



-4-



-5-



-6-



-7-



-8-



-9-



-10-



-11-



-12-



詳細地図入る 野川小

野川南団地

野川老人いこいの家

野川中野川西団地

かじ
がや

宮前区

野川地区

東急
田園
都市
線

第
一
京
浜

厚木
道路

みや
まえ
だい
ら

野川東住宅

神奈川県川崎市宮前区野川地区・ 
ボランティアグループすずの会

“気になる人”とともにつくる 
地域での支え合い
野川地区を中心に活動するすずの会は、住民による地域ボランティアグループとして、自治会等の

地縁組織や専門機関と協働し、個別支援を展開し、地域でその人らしく生きることへのまちづくり

に取り組んでいる。住民の立場で活動するすずの会では、支援する側とされる側が固定されないた

め、支援される側が支援する側になるのが当たり前のように行われる。その循環により支援の輪が

より強くなっていく。すずの会は、介護者という当事者性を原点にした市民活動である。

多摩川右岸に沿ってさかのぼるように連な

る区部はベッドタウンである。宮前区も里

山が開発されて 1970 年代から相次いで宅

地が開発されてきたが、緑の多く残る土地

である。

■人口：220,456

■世帯数：95,043

■高齢化率：15.94％ （2011.10 現在）

40 年前に電鉄会社が開発した住宅街として

急速に発展。野川西団地は５割以上が 60 歳

以上の高齢者世帯。

■人口：28,377 人

■世帯：11,624 世帯

■高齢化率：約 19.2％ （2011.10 現在）

 

●宮前区の概要

野川地区
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10 年間の在宅介護経験から自発的に
生まれたすずの会

在宅生活支援ボランティアグループ「すずの会」は、

介護経験のある鈴木恵子さん（65 歳）と PTA仲間５人

によって、1995（平成７）年に生まれた。以来、高齢者、

障害がある人、介護家族など地域住民の身近な相談窓口

として、公的サービスだけではとうてい不可能な個別支

援と地域づくりを続けている。

在宅介護サービスがまだ浸透していなかった 1980 年

代、鈴木さんは 30 歳代後半から 10 年間の介護生活を続

けた。介護保険などない時代、母親を自宅で介護する鈴

木さんを支えたのは、保健師や病院の看護師たち専門職

だけではなく地域の友人たちの力だった。

90 年代半ば、日本は高齢社会に突入し、寝たきりや

認知症がクローズアップされるようになる。「寝たきり

や認知症になったら、地域（家）で暮らせなくなるの？」

という周囲の不安に対し、「でも、鈴木さんちではでき

ていたわよね」ということを知っていた PTAの仲間た

ちが、自分たちの問題としてとらえたことがすずの会の

出発点である。「いつでも困ったときは、鈴を鳴らして」

という願いを込めて、「すずの会」と名づけた。行政や社

会福祉協議会（以下、社協）などの公的機関の支援など

は皆無で、まったくの自発性から生まれた。

現在、すずの会のメンバー（ボランティア）は 63 人、

全員ができる範囲で自分の得意なことを活かして楽しみ

ながら活動を続けている。会の目的は「要介護高齢者・

障害者とその家族を支援するグループが、ふれあいなが

ら誰にでも優しいまちづくりネットワークをめざし、支

援のあり方の研究、実践を行う」（すずの会規約）。会費

は年間 1,000 円、活動費はこの会費のほかに、各種助成

金や寄付金によってまかなわれている。

情報の共有の必要性から生まれた
ネットワーク会議

すずの会には、拠点というものはなく連絡先は現在も

代表の鈴木さんの自宅である。設立当初、活動を進める

にあたってこだわったことはネットワークの構築だとい

う。2000（平成 12）年に、川崎市の住民主体を推進する

介護予防事業に手をあげ、野川地区でボランティア活動

をしていた７団体で、ネットワーク会議「野川セブン」

を結成した。「自分たちにはできないことでも、他の団

体なら引き受けられるかもしれない。お互いにそういう

情報交換（共有）の場が必要だ」と感じたことがネット

ワーク会議の設立につながった。立ち上げ当初は、地区

社協や民生児童委員等から理解が得られず苦労すること

もあったが、市と保健所が地域関係団体に呼びかけて説

明会をしてくれた。現在も野川セブンは川崎市の「わた

しの町すこやか活動」事業として位置づけられ、年間 30

万円の補助金が出されている。

野川セブンの誕生から 10 年以上が過ぎ、今では専門

職団体や介護保険事業所など 27 団体が加入する、地域

で最も重要なネットワーク会議となっている（表１参

照）。専門職にとっても、このネットワーク活動の存在

は大きい。2011（平成 23）年度は参加グループが４つ増

え、ネットワークは着実に広がっている。

すずの会の個別支援に欠かせない“すぐ動いてくれ

る”医療関係者も、このネットワークでつながることが

多い。野川セブンで健康関連のイベントをする際に、「歯

の話をしてほしい」「血圧の話をしてほしい」などとつな

がりたい医師に声をかける。

顔が見えて信頼できる医療機関や介護保険サービス事

業所、行政機関と日常的につながっているから、緊急事

態が発生したときも、たしかな専門機関へつなぐことが

できる。「専門職には専門職なりの解決の方法があるし、

私たちには住民としてのかかわり方がある。少しずつの

力を合わせてその人のためのネットワークをつくってい

表１　野川セブンの概要

目的 地域ネットワークづくり・介護予防

定例会 毎月第１火曜日　10：00 ～

参加団体 野川地域でミニデイ・リハビリ教室・介護者の

会などの自主活動団体 13 か所、地域包括支援セ

ンター 3か所、地区社協、老人会、介護保険事

業所（特養、ケアハウス、デイサービスなど）３

か所、民生児童委員、町内会・自治会３か所、

宮前区高齢者支援課および地域健康担当課

発足当時の野川セブンの７団体：

①すずの会、②③ミニデイ２か所、④どんぐり会（言語障害の人

へのボランティアグループ）、⑤お元気会（脳血管後遺症の会）、

⑥だるま会（介護者の会）、⑦隙間の生活支援をするボランティア

グループ

（2012.3 現在）

Ⅰ 部　神奈川県川崎市宮前区野川地区・ ボランティアグループすずの会　 9-14-



ボランティアグループすずの会
代表：鈴木恵子

法人格：なし

発足：1995 年

ボランティア数：メンバー 60人　賛助会員 60人

　　　　川崎市宮前区野川 3051-28

　　　　TEL044-755-7367

　　　　http://suzunokai.com/

活動内容：

高齢者等支援活動

・ ミニデイ（毎月第２水曜日・第４火曜日）

・ バリアフリーの旅　年 2回

・ ダイヤモンドクラブ　32か所（個人宅 32）

・ 喫茶マロニエ（特養内で月１回開催。第３月曜日）

・ スポットサービス（介護保険外の支え合い活動　441回）

・ コーディネート・介護相談（364回）

地域ネットワーク活動：

・ 地域ネットワーク野川セブン（月１回　第１火曜日）

・ みんなDe体操（６か所の公園等で週１回）

展開：

1995 年　鈴木恵子さんと５人のPTA仲間で発足

1996 年　ミニデイサービス「リングリングクラブ」

・介護者の会開始　　　　

1999 年　介護サービス情報誌「タッチ」発行

2000 年　喫茶マロニエ開始（月１回）

2001 年　野川セブン発足・男性介護者の会

2004 年　ダイヤモンドクラブ開始

2007 年　「タッチ」Ⅴ発行

2006 年　公園体操開始

2011 年　住民支え合いマップづくり（厚労省事業）

参考図書：「ご近所パワー活用術」（年友企画）「息子介護」（CLC）
「パーソナルパワー活用術」（すずの会）

く。オーダーメイドの支援ネットワークをつくっていく

のが私たちのやり方です」と鈴木さん。

たくさんのニーズ発見の場：ミニデイ
サービス「リングリングクラブ」

活動の柱であるミニデイサービス「リングリングクラ

ブ」（以下、ミニデイ）は、毎月２回（第２水曜日および

第４火曜日：10：00 ～ 15：30）「野川いこいの家」で盛

大に行われる。毎回スタップと利用者合わせて 70 人を

超える人数が、昼食を楽しみながら、その日の気分や体

調に合わせて一人ひとりに合ったプログラムで思い思い

に過ごす。利用者は、要介護者もいれば介護保険サービ

スにつながらない人もいる。障害がある人や子育て中の

母親と子どもなど、誰でも参加できる。また、近隣のケ

アハウスやグループホームから、ミニデイに来る人たち

若 年 認 知 症 
夫妻の居場所

1996年

ミニデイサービス
（リングリングクラブ）

介護者の会 コーディネート

2000年

ご近所サークル
ダイヤモンドクラブ

2001年

地域ネットワーク会議「野川セブン」
７団体→ 27団体

地域の課題解決には
みんなの力が必要

ミニデイに来られない人
のため、ちょっとした手
助けがあれば暮らせる

2005年

公園体操
個別支援

個別支援

身近に情報がない
という介護者の声

1999年

介護情報誌
『タッチ』

ミニデイの利用者
の入所がきっかけ
で特養内で喫茶

2000年

喫茶マロニエ

スポットサービス

介護者が自分の外出
する時間がない

マップづくり

図１　すずの会の活動のきっかけと展開

うつの男性の退院
の居場所づくり
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組織化しないことが継続の秘訣

すずの会の会合は、ミニデイが終わったあとの反省会

のほかに、月３回の定例会議、イベントの前後の打ち合

わせを入れると年間 50 回にも及ぶ。すずの会には代表

はいるがトップダウン型の組織ではない。それぞれの活

動も担当制を敷くのではなく、みんなで話し合い、つ

くりあげる。「非効率な方法だけど、みんなが生活感覚

をもち、知恵をもち寄るからいいものができるし、ま

とまる」と鈴木さんは言う。「こんなことができるとよ

さそうね」と誰かが発信し、活動が生まれる。そういっ

た「普段の活動を地道に継続させるのがすずの会の大き

な役目」だと言う。できることをできる範囲でする。組

織になって「これをしなくちゃならない」では、生きい

きとした地域活動はできなくなると考えている。何度

か NPO 法人化の話題が出ることもあったが、「だった

ら、楽しく活動できなくなるから辞めるわ」という人が

多かったという。

厨房ではミニデイの昼食づくり。料理の得意なボランティアの手づくり

ミニデイの午後の様子。この日は、男性によるコーラスが披露された

もいる（逆デイサービス）。また、地域包括支援センター

やケアマネジャーから相談されて、ひきこもりがちな人

や家族に虐待されていることが疑わしい人など、さまざ

まな課題を抱えた人がここに来る。人とつながり、心を

許し合える関係を築く一歩になるのがミニデイである。

ミニデイは 1996（平成８）年、若年認知症の妻を介護

する 60 歳代の夫の「僕と妻が参加できるところがあり

ますか？」というひとことをきっかけに始まった。介護

者である夫が家族会に参加している間、数人のボラン

ティアが妻と一緒におしゃべりしながらお茶を飲むこと

から始まった。今でもにぎやかな広間とは別室で、介護

者の会が開かれている。

ミニデイ当日、スタッフはおのおのに準備を始める。

昼ご飯の準備、受付、お茶用の紙コップへの名前書き、

レクリエーションの準備、送迎など、さまざまな役割が

ある。利用者が集まってくる直前に、今日の利用者につ

いての情報共有が行われる。ここで、「気になる人」がい

る場合は、その人への声かけのコツ、どのような配慮が

必要かなど具体的に伝えられる。「気になる人」とは、何

らかの支援が必要だと思われる人のすずの会流の表現

だ。

10 時になると続々と利用者が集まってくる。ボラン

ティアに付き添われて会場に入ると、おのおのに好きな

ことを始める。おしゃべりや漢詩、ぬりえなどを行って

午前中を過ごす。手づくりの昼食を囲んだあとは、誕生

会や歌や踊りなどのレクリエーションが行われる。

利用者を見送ったあとは反省会を行う。30 人ほどの

メンバーがほぼ全員参加する。その日、気になったこと

が話され、共有される。爪が伸び、ミニデイ中にケアを

した利用者のことが話題になると、介護経験のあるメン

バーから、巻き爪から壊
え

疽
そ

になったという話がされた。

その実体験をていねいに聞いたあとで、改めて代表の鈴

木さんから高齢者の爪のケアの重要性について説明があ

る。話題は、昼食のメニューや利用者の家族について、

はじめて参加したボランティアの様子や利用者見送りの

段取りについてなど、多岐に渡る。それぞれが気づいた

ことを意見交換していくことで、よりよい場づくりがな

されていく。

Ⅰ 部　神奈川県川崎市宮前区野川地区・ ボランティアグループすずの会　 11-16-



一人ひとりがスキルアップする

ボランティア活動を継続するうえで、60 人のボラン

ティア一人ひとりの特徴をとらえて活動を組み立てるこ

とも重要な要素だ。「あなたの得意なことは何？」とはじ

めて来たボランティアに聞くのだそうだ。料理の得意な

人、場を盛り上げるのが上手な人、歌うのが好きな人、

車で送迎のできる人などと、ボランティア自身が特技や

趣味を生かせる場でもある。

また、個別支援活動を続けるなかで専門スキルが必要

になってくることもある。会として資格の取得をすすめ

ているわけではないが、すずの会の活動を続けるうち

に、それぞれが自発的にスキルアップを目指すように

なった。メンバーは、看護師、介護支援専門員、社会福

祉士、介護福祉士、ヘルパー１級・２級、栄養士、薬剤

師、体育指導員、整体施術師、折り紙インストラクター、

バルーンアート指導者、音楽の指導者など、多彩な資格

をもっている。

気になる人を囲んだお茶会「ダイヤモ
ンドクラブ」

ダイヤモンドクラブとは、ミニデイに行くのが困難な

人の「集まれる場所がほしい」というニーズに応えて始

まった、ご近所単位でおつきあいの輪を広げるお茶会の

名称である。開催頻度、人数、内容はそれぞれの事情に

よって異なるが、現在 32 のダイヤモンドクラブがある。

地域の中で孤立しがちな高齢者、障害がある人、介護

者、子育て中の母親など、“ちょっと気になる人と一緒

に”というのがルールである。個人宅での開催が多く 10

人程度が“気になる人”を真ん中にご近所で集まる。認

知症の一人暮らしの人を見守るもの、介護保険に結びつ

かない人を支えるもの、親の介護をするシングル息子・

娘が孤立しないようつながるもの、妻亡きあとの一人暮

らしの男性を支えるものなど多彩である。

１回の参加費は一人 100 円、開催者には１回 3,000 円

が出る仕組みだ。昨年度（2010 年）は、新しくダイヤモ

ンドクラブを始めた個人宅が３か所増えた。また、長年

ダイヤモンドクラブを開催したことでお互いのつながり

が深くなり、困りごとがあれば日常的にすぐに集まって

解決できるようになったため、今年は開催を見送ったと

井上かつ子さんは夫が参加するミニデイに、付き添い

の家族として参加する。今ではある利用者さんの専属ボ

ランティアとしての役割も果たすようになった。ミニデ

イは、「夫から離れてリフレッシュできる場所だ」と言う。

井上さんの夫はもともと失語症のどんぐり会に通って

いた。３年ほど前に、すずの会のクリスマス会に誘われ

た。当事者である利用者より先に、まずボランティアさ

んが楽しみ、会の出しもののときにも、ボランティアが

率先してパワフルに踊っていたのが印象的だという。ボ

ランティアの雰囲気と心遣いにすっかりすずの会が気に

入った。

介護経験も、人生経験も豊

かなボランティアに囲まれて

過ごす時間はとても有意義だ

という。「ミニデイでは何かを

言葉で教わることはないけれ

ど、とても勉強になる」とい

う。さり気ない介助の仕方や

お昼の献立づくりなどにふれ

ることで、自然に身につくことがたくさんある。

失語症の夫ともにミニデイに参加
井上かつ子さん

津田知充さん（73歳）宅でのダイヤモンドクラブ。一人暮らしがちょっと
不安になった高齢者、夫の介護をしている80歳代の女性などが集まる
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いう地域も出てきている。

ダイヤモンドクラブの発想は、代表の鈴木さん自身が

ケガをしたときに感じた、「隣近所のちょっとした手助

けがあれば」という思いから生まれた。制度による支援

でなくても、世間話をする相手がいることやちょっとし

たお手伝いをしてもらえたことで、さまざまな問題が解

決されていった体験から生まれた。

ダイヤモンドクラブに、地域包括支援センターなどの

専門職が参加することがある。専門職が来るからとすず

の会メンバーがかまえたりすることはない。「専門職は

専門知識をもっている人だけれど、その人の生活につい

てすべてを知っているわけではない。専門職がかかわる

領域は、生活全体の一部」と鈴木さんは言う。専門職も

介護者も、ともに要介護者を支えるそれぞれの役割があ

る。専門職が専門領域のプロであるならば、“世話焼き

さん”は生活のプロでなくては、と鈴木さんは考えてい

る。

生活のプロの資質として重要なものは、「豊かな生活

志向」をもつことだという。豊かな生活志向とは、自分

の身の回りや生活を自分で繕うことができ、そのうえで

周囲に気を配ることのできる余裕をもっていること。フ

ラットな関係のすずの会では、一対一のかかわりが大切

になる。生活と心に余裕をもち、ふとした気遣いができ

ることが要求される。

専門職とつながるきっかけとなった
介護サービス情報誌「タッチ」

すずの会が、多くの介護保険サービス事業所や医療機

関、行政機関とつながるきっかけとなったのは、介護

サービス情報誌「タッチ」（A４判 270 頁・2007 年まで

に５回発行）を出したことが大きい。介護保険の始まっ

た頃、宮前区の介護者の会で、あまりにも介護者が孤立

していて情報が届いていない実情を知ったことがきっか

けだ。ある介護者の「情報が大事っていうけど、私には

何の情報もない」というつぶやきを聞いて、「じゃあ、す

ずの会で調べてみましょうよ」 と始めた。介護者の目線

で、実際に事業所をまわって集めた情報誌「タッチ」は、

当時またたくまに評判となり、ケアマネジャーの団体や

医師会などからも注文が殺到した。２回目のタッチを発

行する際には、最初につぶやいた人が介護を終えてお

り、編集の中心になった。

地域に医院が開業するとすぐに訪ね、「こういう人が

近所にいるので診てくれない？ 」と顔見知りになる。今

津田さん夫妻。妻に誘われ、定年後すずの会にデビュー。ご主人（72
歳）は自治会長を務める。ミニデイでも活躍するお二人は、すずの会
のさまざまな役割を担っている

図２　すずの会の活動をマップにしてみると
図３　すずの会のアンテナ
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マップづくりの意義を説明するすずの会代表の鈴木恵子さん。自治体、
介護保険サービス事業所、専門職も一目おく存在

では、事業を拡大した病院でもカルテナンバーの 10 番

以内には、すずの会の紹介した人が入っているという。

地元の主婦の声というのは大きな武器だ。川崎市は救急

車が到着してから病院が受け入れるまで 30 分以上かか

る政令指定都市のワースト１。救急車に乗ったはいいが

搬送先がなくて２時間も待つということもある。日頃か

らつながりのある医師がいることで、いきなり救急車を

呼ばないで助かったという事例もある。

行政・社協などとのつながり方

今では、野川地区で事業を始めるなら「すずの会に挨

拶へ」と宮前区役所に言われるほど、すずの会は行政や

介護保険サービス事業所にとっても大きな存在となって

いるが、行政や社協などとは、どのようにつながって

いったのだろうか。すずの会は、自発的に始めたボラン

ティア団体だったため、発足当初は社協の存在も知らな

かったという。どこにも属さない任意団体が「地域にな

“大物世話焼きさん”手塚さんの情報をもとにマップに書き込む

くてはならない存在」とまで言われるようになった理由

は、地道に活動をしてきたからにほかならないと鈴木さ

んは分析する。当初は快く受け入れられることばかりで

はなかったというが、今では網の目のようにすずの会の

メンバーがさまざまな団体の役職を担っている（表２参

照）。正体のよくわからない任意団体が「来てください」

と声をかけてもなかなか来てくれない。でも、地道に活

動していると、どこかから聞きつけて、「協力しようか」

と先方からやってくる。そのタイミングが大事なのだと

鈴木さんは言う。

住民支え合いマップづくり

すずの会では、数年前から住民流福祉総合研究所の木

原孝久さんと一緒に支え合いマップづくりにも取り組ん

できた。2011 年度は厚生労働省の事業として、地域包

括支援センターなどとともに「住民支え合いマップづく

り」に取り組んだ。

マップづくりの方法としては、①「ちょっと気になる

人への関わりシート」にていねいに個人情報を箇条書き

で書き込んでいく。①をもとに、②「拡大した地図で居

住地を確認し、気になる人の足腰の強さ、歩けるかどう

かで色分けされたシールを貼っていく。完成した②の情

報は、地区ごと分けて、「要支援・要援護者等とつながっ

ている近所の方の図」など、地域でのかかわり合いを

矢印で表した、より実践的な地図へと加工されていく。

マップづくりには男性ボランティアも多く、現役時代に

得たビジネススキルで資料作成などを行っている。

この日のおもな情報提供者は、自宅でダイヤモンドク

ラブも開催する手塚みち子さん。常に 30 人くらいの地

表２　すずの会のメンバーが務める地域の委員等
・ 川崎市民間活用推進委員会　公的介護施設選考

・ 川崎市民間活用推進委員会　指定施設管理評価

・ 宮前区地域包括センター運営協議会委員

・ 宮前区地域ケア会議運営委員

・ 地区社協理事（副会長）

・ 地区社協ボランティア育成部会

・ 宮前区社協評議員

・ 野川いこいの家運営委員

（以上委員委嘱）
その他、自治会長、民生児童委員等を担うメンバー多数
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域の方を見守っているという大物世話焼きさんだ。手塚

さんから「気になる人」の名前、住所、電話番号、年齢、

同居者、持病や現在の体調などについての情報が発表さ

れ、参加者はそれをマップや表に落とし込みながら、自

分の知る限りのその人についての情報を話しながら書き

加えていく。地域包括支援センターのスタッフからも情

報提供が行われる。

マップづくりの目的は「つながりを知る」ことである。

単なる情報の羅列にとどまらないよう、その人の人柄、

過去のすずの会の活動でのかかわりなどについて、細や

かで活発なやりとりが行われる。参加していた自治会長

からも「ぜひ、この実態を地域で共有していきたい」と

の要望が出た。

今回のマップづくりをすることで、野川地区内でまだ

把握できていないエリアがあることにも気づいた。6000

世帯を越えた町内会などは、すずの会だけでカバーでき

ない。また、ある団地の中をマップに落とし込んだと

ころ、１つの棟に「一人暮らし高齢男性」「高齢女性と障

害がある息子の２人世帯」「寝たきりの人が５階にいる」

「障害児のいる家庭」などがあることなどがわかった。

ネットワークを生かして、こういった地域にどのように

入っていくかは今後の課題でもある。

都会の中にあって、このような支え合いの風土が醸

成されたのはどうしてなのか聞いてみた。「必要に迫ら

れたから、困ってなきゃやらないわ」と鈴木さん。2010

（平成 22）年には社会問題にもなった無縁社会を特集す

るテレビ番組ですずの会の活動は、「都会でもこんなつ

ながる関係づくりができる」と紹介された。

特養から要介護５の夫を
自宅へ連れ帰った老夫婦をサポート
するチームH

●事例の概要

平井セツ子さん（80 歳）はアルツハイマー病の夫を在

宅で介護をしていた 2006（平成 18）年頃、すずの会とつ

ながる。2009（平成 21）年、ショートステイを利用して

いた特養に空きができて急遽入所する。2011（平成 23）

年暮れより夫重昭さんは体調不良により入退院を繰り返

し、2012（平成 24）年２月初旬に胃ろうの造設やターミ

ナルケアについての話し合いが特養から持ちかけられた

ときに、「自宅へ帰りたい」とすずの会代表に電話が入る。

在宅で 24 時間サポートできる態勢をつくるため、すず

の会の呼びかけでチームHが結成され、２月末、Hさ

んは夫を自宅へ連れ帰った。

かかわりの経過：すずの会とのつながり

すずの会の元メンバーで手塚みち子さん（75 歳）と平

井セツ子さん（80 歳）はご近所で古くからの友人。手塚

　事例１　

基本情報
平井　重昭さん（84歳）　アルツハイマー病、介護度５

平井セツ子さん（80歳）　妻

家族構成：二人暮らし　子ども３人は近隣に住む

閑静な住宅街にある築 40年の１戸建に住む

失語症グループ「どんぐり会」（野川セブンの最初の１

つ）の代表を務める。すずの会代表の鈴木さんとはＰＴ

Ａ時代から 30年のつきあいだ。

江島さんのミニデイでの役割は、受付。ミニデイの「顔」

を担当する。入ってきた時の顔で利用者さんの体調がわ

かるという。一瞬で身体の変化にも目を光らせる。この

日は、爪が伸びている利用者がいた。すぐに担当のボラ

ンティアに対応を促した。また、ボランティアのケアに

も気を配る。ボランティア仲間の中には家族からの理解

を得られない人も多いという。そのため、プラチナーズ

という集まりを開催するように

なった。これは、ボランティア

の女性が夫とともに参加する集

まりで、バーベキューなどをし

て楽しむ。「特にすずの会の活動

について話をするわけではない

けど、顔が見える関係ができる

ことで、家族の理解も深まり、

ボランティア活動を支えてくれ

るようになるんです」。

立ち上げからのすずの会メンバー
江島　恵さん（66歳）
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さんは、平井さん（気になる人）が夫重昭さん（84 歳）

の介護をしていることを知ってダイヤモンドクラブを開

くことに。はじめてのダイヤモンドクラブで、すずの会

の代表が「何か困っていることはない？」と帰り際に聞

くと、「特にありません」と平井さんは答えたという。そ

の後も、何度かダイヤモンドクラブは開催されたが、セ

ツ子さんが何かを訴え出ることはなかった。しかし、「話

したくなったらいつでも連絡をちょうだいね」と毎回声

をかけていた。

１年足らず経ったある日、「お父さんが布団から出て

こない。寝たきりになって困っている」と SOS の電話

がすずの会に入る。代表が訪ねると、重昭さんは布団の

中から出てこない状態で閉じこもっていた。観察したと

ころ歩けそうだと判断し、「美人がいっぱいいるところ

に来ない？」と布団の中の重昭さんを説得して、ミニデ

イへ誘い出した。ミニデイ当日、車いすに乗ってやって

きた重昭さんは、ボランティアと過ごした時間がよっぽ

ど楽しかったのか、最後はダンスを踊ってみんなを驚か

せた。その後、夫婦で月２回のミニデイに参加するよう

になり、２年以上が経った。

特養へ入所。その間、ダイヤモンドクラブで 

夫を病院から連れ帰った伴さんを知る

重昭さんの認知症は進み、セツ子さんが体調を崩した

ことから、ケアマネジャーが見かねてショートステイを

勧め、利用するようになる。ショートステイを利用して

いた特養の入所を申し込んでおり、特養が空いたので

と連絡がある。それが金曜日のことで「月曜日までに返

事がほしい」と決断を迫られ、よく考える間もなく 2009

（平成 21）年、特養へ入所となる。

この間もご近所の手塚さんはセツ子さんの様子を気に

かけ、相談相手になっていた。あるとき、ミニデイでセ

ツ子さんも顔見知りになった伴宏子さん（75 歳）の自宅

で開かれるダイヤモンドクラブに、セツ子さんを誘っ

た。この伴さんの存在が、重昭さんを特養から連れ帰る

ことの大きなきっかけになった。伴さんは、１年半前に

ショートステイ中に骨折した夫福一さん（85 歳）を病院

から自宅へ連れて帰ってきた経験者だった。自宅へ帰る

のは無理だと老人保健施設を勧められたが、反対を押し

切った。このときもすずの会が伴さんの在宅介護をコー

ディネートした。伴さんの家に何度も行くようになり、

一人で介護している伴さんの姿を垣間見たセツ子さん

は、自分も夫を家に連れ帰ることはできないだろうかと

漠然と思うようになる。

「自宅へ連れて帰りたい」とすずの会代表に電話が入る

2011（平成 23）年秋頃から重昭さんは体調を崩し、入

退院を繰り返すようになる。

2012（平成 24）年２月、胃ろう造設、療養病床への転

院の提案や看取りについての話し合いの申し出が特養か

らある。

セツ子さんは「このままお父さんをここで死なせたく

ない」と、すずの会の鈴木代表に「家に連れて帰りたい」

と特養の重昭さんのベッドサイドから電話をする。

代表は、「まず、家族でよく話し合って」と伝えた。近

くに住む子どもたちの同意と協力は必要不可欠だという

判断だ。そして、家族の意見も一致し、すずの会のコー

ディネートによる「チームH」が迅速に結成される。

すずの会による「チームH」の結成

「チームH」とは、平井さん夫妻の在宅生活を支える

仲間と専門職とのチーム名だ。すずの会のコーディネー

トは以下のものである。これらはすべて日頃から懇意に

している開業医などの専門職に電話１本で手配した。

重昭さんが特養から帰ってきてはじめてのお茶会。手土産のおはぎのあんこを重昭さんの口に運ぶセツ子さん（左写真）。好物のあんこを２つ分完食した。
伴さん（中央写真の左）もかけつけた。鈴木さん（中央写真の右）が、重昭さんにお茶を飲ませる。重昭さんもみんなの顔を見てうれしそうに笑った
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・24 時間態勢の医療：往診可能で看取りまで対応

してくれる医師の確保

・重昭さんにあった訪問看護師の確保

・ 平井さんの状況を理解し、迅速に動けるケアマネ

ジャー

・ 特養のバックアップ。優先的にショートステイを

利用できるように退所の際に確約

・ 必要な福祉用具の手配（使っていない吸引器、お

むつを安く入手など）

・ 近隣の人が頻繁に出入りすることで、セツ子さん

と重昭さんの生活に彩りをつける

・24 時間態勢の医療：往診可能で看取りまで対応

してくれる医師の確保

・重昭さんにあった訪問看護師の確保

・ 平井さんの状況を理解し、迅速に動けるケアマネ

ジャー

・ 特養のバックアップ。優先的にショートステイを

利用できるように退所の際に確約

・ 必要な福祉用具の手配（使っていない吸引器、お

むつを安く入手など）

・ 近隣の人が頻繁に出入りすることで、セツ子さん

と重昭さんの生活に彩りをつける

手塚さん（右）はいつも手料理をもって平
井さん宅へ。この日は大根の煮物

毎週のようにお茶会が開かれる平井さん宅。世間話
からミニ介護講座になることも

夫を自宅へ連れ帰った先輩である伴さん宅でのダ
イヤモンドクラブ（右端が伴宏子さん）。平井さ
ん（左から２人目）の顔も。このときの顔ぶれは
チームHのメンバーでもある

現在の平井さんの状況

現在、平井さんの利用しているサービスは、以下のも

のである。

・ 訪問看護：週２回（月・木／１時間）（吸引、浣

腸などの処置）

・ 訪問入浴：週１回（金）

・ 訪問診療（月２回）

・ ベッドのレンタルなど

・ 訪問看護：週２回（月・木／１時間）（吸引、浣

腸などの処置）

・ 訪問入浴：週１回（金）

・ 訪問診療（月２回）

・ ベッドのレンタルなど

すずの会代表

鈴木恵子さん

緊急時の受け入れを確約

特別養護老人ホーム
ターミナルまで
支えてくれる

開業医重昭さんに合っ
た看護師を派遣

訪問看護

ケアマネジャー

平井さん夫妻

手塚さん
ダイヤモンドクラブ開催
平井さんをすずの会に

つなぐ

伴さん
ダイヤモンドクラブ開催
１年前に夫を病院から連

れ帰る

訪問入浴 介護用品
レンタル

すずの会メンバー

すずの会メンバー

すずの会メンバー

図４　 チームHの相関図

Ⅰ 部　神奈川県川崎市宮前区野川地区・ ボランティアグループすずの会　 17-22-



上記の制度によるサービスの利用内容をみると、要介

護度５の重昭さんを支えるには不十分な気もするが、平

井さん宅にはすずの会メンバーや近所の人たちが頻繁に

出入りしている。すずの会メンバーは、重昭さんとなじ

みの関係であり、なおかつ介護経験者（現在進行形も含

む）が多い。つまり、食事介助などはいつでもセツ子さ

んの代わりができるということだ。取材の日も、先の伴

宏子さんがスプーンで重昭さんにお茶を飲ませていた。

その間に、セツ子さんは集まった人たちへのお茶の準備

をする。こういったことが自然にできるのがすずの会の

かかわりである。もし、急にセツ子さんが介護をできな

くなることがあっても、すぐに飛んでこれる近隣住民が

何人もいるのである。

重昭さんが自宅に戻ってひと月がたった。平井さん宅

では毎週のように４～５人が集ってお茶会が開かれてい

る。「もし肺炎になっても病院には連れて行かず、ここ

で最期を迎えるようにしたいとケアマネジャーとも確認

しました」とセツ子さんは集まったみんなに晴れやかな

表情で報告する。

伴さんの姿を見て、セツ子さんが重昭さんを自宅に連

れて帰ったように、今度はセツ子さんの姿を見た誰かが

施設に入っても家に帰ることができることを知っていく。

チームHにも登場した伴さん宅で開かれたダイヤモンドクラブ。鈴木宏
康さん（右から２人目）も芳野さん（右端）と一緒にやってきてくつろぐ

一人では歩けなくなったため外出の機会が減った芳野さん親子を訪ねる
鈴木恵子さん

虐待を疑われた息子が
すずの会の貴重な存在になる

2007（平成 19）年、地域ネットワーク会議野川セブン

で３か月に渡って話題にのぼる親子がいた。顔つきの険

しい息子が認知症の母親を介護しているらしいが、虐待

をしているのでは…と。「一緒に訪問してもらえないか」

と地域包括支援センターから頼まれ、すずの会代表の鈴

木恵子さんが鈴木宏康さん親子を訪ねることになる。宏

康さんは、認知症で歩きまわる母親の横で精気のない顔

で座っていたという。徘徊のはげしい母親の介護のため

40 歳代半ばで退職、一人で昼夜介護をしていた。この

ままではこの親子は限界だと感じ、なんとかミニデイへ

誘い出した。

ミニデイでは、ボランティアが母親芳野さん（83 歳）

にしっかり寄り添い過ごすと、家では見られなかった笑

顔が出た。それを見た宏康さんは、「あのお袋が笑うな

んて」と衝撃を受ける。以来、バスハイクやダイヤモン

ドクラブにも参加するようになり、１年後には、自宅で

シングル息子と男性中心のダイヤモンドクラブを開くよ

うになる。

60 歳代以上の女性が多いすずの会の中にあって、パ

ソコンにも詳しい宏康さんの存在は大きい。長く会社生

活を送ってきた宏康さんの社会常識もまた、専業主婦の

多いすずの会にとっては貴重なご意見番になるようだ。

　事例２　

18 -23-
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長野県駒ヶ根市・ＮＰＯ法人大曽倉ふれんど

主婦たちが始めた将来の自分たち
の居場所づくり
1999（平成 11）年に活動を開始、2006（平成 18）年宅幼老所「亀

かめ

群
むら

」の開設にあたりNPO法人格を

取得。現在は、理事８人、監事２人。独自の「ふれんど事業」、駒ケ根市より委託の「介護予防事業」

「介護保険事業」を行っている。運営理念は｢住み慣れた地域で、誰もがいつまでも安心して心豊か

に暮らし続けられるような支援」。

長野県南部に位置し、東に南アルプス、西

に中央アルプスの 3,000 メートル級の山々

を望むことができる。山間部と町部からな

り、山間部は高齢化と過疎化が進み、地元

商店が多い中心部市街地はシャッター通り

となっている。顔の見える地域づくりが可

能な規模の市ではあるが、福祉施設がたく

さんあることから、要介護者の入所志向は

強い。

■人口：33,490 人

■世帯数　12,132 世帯 （2012.1.1 現在）

■高齢化率　26.4％ （2010.10 現在）

■人口：139 人　

■世帯数：38世帯

■高齢化率：36％ （2010.10 現在）

●駒ヶ根市の概要

大曽倉地区
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Ⅱ 部　長野県駒ヶ根市・ＮＰＯ法人大曽倉ふれんど 65

始まりはＪＡの生活部会

NPO法人大曽倉ふれんどは、JAの生活部会・大曽倉

班の班会から生まれた。

1999（平成 11）年、当時班会には 15 人ほどが加入し

ていて、班会ではふだん会う機会のない人たちと話すこ

とができた。回数を重ねて互いに打ちとけていくうち

に、班会があたり障りのない話題とお茶飲み会で終わっ

てしまうことがもの足りなくなってきた。「せっかく忙

しいなか時間をつくって集まっているのに、この程度で

はもの足りない」「もうちょっと何かしたいよね」という

思いに賛同した当時 40 ～ 50 歳代の女性 10 人で、「ふれ

んど」というグループが立ち上げられたのである。

過疎化が進んでいくなかで、自分たちの５年後、10

年後、ここでどんなふうに暮らしているのだろう。地区

外に出た子どもたちはおそらく帰ってこないだろう。今

のお年寄りは年金をもらっているけれど、はたして年金

制度はどうなっていくのか……。ついネガティブな話題

に終始しがちなところを、「今いる人たちが楽しい地域

にしていくことが一番ではないか」とポジティブ志向に

切り替えて、少しずつ取り組みが始まっていった。

多様な活動内容

手始めに取り組んだのが「資源ごみの回収」である。

当時は今ほど行政による資源ごみ回収は行われておら

ず、みんな新聞や空き缶・空き瓶の処理には困ってい

た。そこで、業者に相談して月１回引き取りに来てもら

うことにした。この活動は市の資源ごみ回収が始まるま

で、約３年続けられた。それから、余剰野菜を使って福

神漬けをつくったり、梅やこんにゃく、かぼちゃなどの

加工・販売、福祉の分野では、保健師を招いての介護の

勉強会、福祉マップや災害時マップの作成、ふれあいの

まちづくり事業によるふれあいいきいきサロンの開催な

どが、次々に活動メニューに加わっていった。

活動目標が決まった

こうしたさまざまな活動を通して、市の保健福祉課や

農林課、社協、農業改良普及センターや農産加工団体な

どとかかわるなかで、各種の講座、研修会、視察などに

参加する機会を得て、多角的に自分たちの暮らす地域に

ついて考えることができた。そこからグループの方向性

を明らかにするために、地域に暮らす 20 歳以上の人た

ちを対象に、大曽倉での暮らしの継続についてアンケー

ト調査を行い、その結果をもとに以下の５つの活動目標

を定めた。活動を始めて５年が過ぎた 2004（平成 16）年

のことである。

①助け合える文化の根づく、安心して暮らし続けら

れる地域を目指す

②食事、風呂などの提供、共同生活の場としての拠

点づくり

③生きがいと経済的自立のための加工施設の設置

（価値ある地場の農産物や山菜などを生かした加

工販売）

④四季折々の花が楽しめる景観を大事にした地域づ

くり

⑤事業として確立させるためのNPOなど法人格の

取得

拠点づくり、そして法人格取得へ

活動目標は定まった。それはどうすれば実現できるの

か。市の保健福祉課の人にも相談にのってもらいなが

ら、検討を重ねていった。そして、長年の懸案であった

自分たちが自由に使える拠点、それもメンバーに福祉の

仕事をしてきた人がいたことから、通所介護事業所の機

能をもつ拠点をつくろう、という具体的な目標が決まっ

たのである。

それまで自由に、楽しく活動してきただけなので、拠

点づくりに使える資金など何もなかった。そこで、県の

補助金を申請することにしたのだが、それは民家改修に

しかつかない補助金だった。大曽倉は過疎地で、崩れか

けた廃屋のような家はあるが、使える民家がなかなか見

つからない。ようやく１軒、明治 30 年代に建てられた

民家を見つけた。しばらく空き家だったので、家の中も

外もあちこち傷んでいた。申請を受けた県の担当者も

「本当にここでやるのか」と心配して、何度も現地に足

を運んでくれたが、いや、ここでやるしかないのだとい

うことで、なんとか予算をつけてもらった。
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また、介護保険サービス事業所として認可を得るため

には法人格の取得が不可欠だった。改修工事も自分たち

でできるところはやりながら、NPO法人設立の方法も

勉強しながらと、奮闘する毎日が続いた。多くの人の

知恵と力を借りながら、2006（平成 18）年暮れにやっと

NPO法人大曽倉ふれんどとしての登記が済み、翌 2007

（平成 19）年３月に改修工事もとりあえず終わり、４月

に念願の「デイサービスの機能をもつ拠点」として、「宅

幼老所亀
かめ

群
むら

」がオープンした。

ちなみに、長野県では、宅老所は幼児も預かることが

条件であるため「宅幼老所」となっているが、残念なが

ら大曾倉には対象になる幼児がおらず、機能的には宅老

所である。

３つの事業で第２のスタート

新たなスタートをきった大曽倉ふれんどの活動は、３

つに分けることができる。

ひとつは、独自のふれんど事業である。介護や生活の

相談、各種催し物やイベントの開催、会合などの亀群利

用、休耕田を借りての景観対策、それから農産物加工な

どである。

２つめは市委託の「介護予防事業」と「生活支援・生

活援助事業」である。介護予防事業では、月２回「ほの

ぼの倶楽部」を開催、音楽療法や作業療法などにより、

健康維持・改善に取り組んでいる。生活支援・生活援助

事業は、虚弱高齢者に対するホームヘルプサービスで、

要望があったときにはお手伝いにうかがう。

そして３つめは介護保険事業である。このデイサービ

スの事業収入で、開設３年目にしてやっと常勤３人に少

しの人件費が賄えるようになった。また、中沢区内外か

ら日替わりで来てくれる看護師にも、本当に安い時給で

はあるが支払っている。

「何かがしたいよね」がきっかけで集まった主婦たち。

たまたまその時代に生きて、巡り合った。そして多くの

人たちに出会い、励まされ、背中を押されたりして、ど

んどん活動を広げていった。しかし、その根っこは変わ

らない。「大曽倉に住み続けたい」。自分たちの将来の居

場所づくり、仲間づくりでもあるのだ。

開所から５年が過ぎ、目標は「持続可能な組織体制と

チームワーク」。今、地域の人たちが交流する場として

サンルームを増築中。大曽倉が住みよい地域になるよう

みんなで考えていきたい」と思っている。

ボランティアによる手品や踊り 毎月曜日にははた織りや手芸の日 ふれんど事業の福神漬けづくり

NPO法人大曽倉ふれんど
〒 339-4231　駒ヶ根市中沢大曽倉 9276-2

TEL　0265-87-2317

代表：下平恵子

活動内容
営業日　月～金曜日（9時～ 17時）

休業日　 土、日曜日、祝祭日、年末年始、お盆（相談に応じます）

ふれんど事業

・利用料（お茶つき）300円

・入浴　500円

・食事、会合等の亀群利用、介護、生活相談、催し物、イ

ベント等の開催

展開
1999 年　６月 29日　活動開始

2004 年　大曽倉内へアンケート実施（12月）

2006 年　 コモンズハウス支援金を得て、「亀群」改修工事へ

（７月）

2006 年　NPO法人登記（12月）

2007 年　宅幼老所「亀群」開業（４月）
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特定非営利活動法人あんじゃネット大鹿

 

●いくつになってもこの村で暮らしたい 

周囲を広大な山々で囲まれた大鹿村。山

間地の自治体が抱える「高齢化」や「過疎

化」といった課題は、大鹿村にとっても例

外ではない。村内にある医療機関は診療所

が１か所のみ。隣町にある JR 飯田線の駅

に向かう交通機関はバスが一日４便。村内

に働く場所が少ないため、若い人の多くは

村を離れてしまう。 

そうした状況が重なったことにより、村

では高齢者が体調を崩してしまい、それが

診療所で対応しきれない場合には、慣れ親

しんだ大鹿村から離れたくないと思っても、

村外にある大きな病院や介護施設に入院・

入居せざるを得ない、といったことも過去

にあった。 

「いくつになっても、たとえ身体が不自

由になっても、この大鹿村で暮らしていき

たい」「生まれ育った大鹿村で最期まで暮ら

したい」。住民のそんな願いを叶えるべく、

地元住民によって設立されたのが、「特定非

営利活動法人あんじゃネット大鹿（以下、

あんじゃネット）」だ。大鹿村で誰もが安心

して暮らし続けるためには、地域を生かす

仕事をつくり、地域のなかで支え合える仕

組みをつくることが重要。大鹿村に「あん

じゃねぇ（大鹿村の方言で、“大丈夫”“心

配ない”を意味する）」の声を広めるべく、

2006年１月、あんじゃネット大鹿は立ち上

がった。 

 

●「できること」で支え合いの仕組みを 

最初にはじめたのは、“住民の困りごとを、 

 

住民がお手伝いする”という、ご近所の助

け合いを活かした生活支援事業「便利屋こ

まわりさん」だ。「料理が得意」「草取りな

らできる」といった特技やこれならできる

ということを、「こまわりさん」として登録。

住民から「草取りをしてほしい」などの依

頼が入った際に、こまわりさんへつなぎ、

こまわりさんが依頼主のもとへ駆けつける

といった仕組み。住民の「してほしいこと」

と「できること」をつないでいるのだ。こ

まわりさんが行う支援の内容は、家具の移

動や包丁研ぎ、食事づくり、障子貼り、樹

木の剪定など、さまざま。現在、20～80歳

代の住民９人がこまわりさんに登録してい

る。こまわりさんを利用する人に制限はし

ておらず、若い人も高齢の人も、誰でも利

用できるのも便利屋こまわりさんの魅力だ。 

こまわりさんの活動は、一時間単位で行

われ、こまわりさんには依頼した住民から

一定のお金が支払われる。料金は依頼内容

や経験の多少によって目安を決めているも

のの、作業するこまわりさんと依頼人との

話し合いによって最終的な料金が決まる。

村内に働ける場所は決して多くないため、

仕事とまではいかなくとも、少しでも住民

の収入につながることができればと、ボラ

ンティアでなく対価を支払うかたちにした。 

 

●大鹿村に必要な活動を 

活動開始からさまざまな事業を生み出し

ているあんじゃネット。新たな活動が生ま

れるポイントとなるのは、「大鹿村で暮らし

続けるために必要なこと」だ。便利屋こま
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わりさんの活動もそうだが、住民から出る

「つぶやき」に、常にアンテナを張ってい

る。１件でも要望があれば、それが、大鹿

村で暮らし続けるために必要なものならば、

事業は立ち上がるのだ。現在行われている

活動は、便利屋こまわりさん、放課後児童

クラブ「子供くらぶバンビ」、宅幼老所「ま

め大福」、過疎地有償運送「いかまいカー」、

若者定住対策事業「やますみ」、村内リサイ

クル、配食サービスやサロン事業を行う「高

齢者等安心サポート事業（委託事業）」の７

事業。特に、標高の高い場所にも集落が点

在している大鹿村にとって、過疎地有償運

送「いかまいカー」は、車をもっていない

住民の生活を支える重要な役割を担ってい

る。 

いかまいカーの利用時間は毎日６時から

19時まで。走行距離１㎞につき 200円。１

日２～４件の利用がある。自宅からバス停

までの距離が４㎞以上あるために、バス停

までの送迎をお願いする人や村外にある養

護学校への送迎、買いものなどに利用され

ており、住民の大事な「足」になっている。 

 

●他事業所との連携で支える 

また、開設当時、村内にはケアを受ける

ことのできる場所がデイサービス１か所し

かなかったために始めた宅幼老所まめ大福

は、村内の関係機関と連携した利用方法を

実施。たとえば、まめ大福の浴室内や浴槽

は一般の家庭のものと同様のため、介助が

あっても入浴が困難な利用者もいる。そう

した場合に、入浴だけ他事業所のデイサー

ビスを利用し、そのほかの時間をまめ大福

で過ごす、といったかたちをとることも可

能なのだ。住民のなかには、あんじゃネッ

トの事業を組み合わせて利用し、生活して

いる人もいるが、あんじゃネットだけで住

民の生活を満たすのではなく、村内の事業

所と連携し合い、工夫をすることで、より

よい暮らしをつくっている。 

今後始めてみたい事業として、移動販売

や薪スタンドがあげられている。村に合っ

た、村の特性を生かした活動だ。 

 大鹿村で豊かな生活を送り続けるため、

あんじゃネット大鹿は、住民の生活に寄り

添った活動を続けていく。 

 

 

特定非営利活動法人あんじゃネット大鹿 

 〒399-3502 

  長野県下伊那郡大鹿村大河原 914 

TEL：0265-39-2218 

代表：毛利雅行 

設立年月日：2006年 1月 10日 

会員数：正会員 19 人、活動会員 25 人、

利用会員 117人、賛助会員 13人 

    （2013年 4月 1日時点） 

 

大鹿村の概要 

◆人口   1,131人 

◆世帯数  523世帯 

◆高齢化率 51.6％ 
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● 廃校校舎を活用した農村交流施設

森と清流を有する自然のまち、高知県津
つ

野
の

町
ちょう

の中心部からさらに山間部に入ったところ

にひっそりとたたずむ床
とこ

鍋
なべ

集落。旧葉山村の

南端に位置し、過疎高齢化で人口 100 余人の

床鍋集落に、2003 年 4 月、廃校校舎を活用

して農村交流施設「森の巣箱」が誕生した。

商店も飲食店もなかったこの集落に、地元の

人たちの集う拠点ができたことで、活気が生

まれ、観光地として成長している。

旧葉山村立床鍋小・中学校（1983 年廃校）

だった森の巣箱は木造２階建て。１階には食

料・日用雑貨・地場野菜などを販売するコンビ

ニエンスストアや、飲食スペースの居酒屋、調

理コーナー、浴場などがあり、２階には宿泊用

として和室がある。元体育館は、アトリエや合

宿所に使える交流室になっている。

住民が「運営委員会」を組織し、行政の手

を借りずに、施設運営を行っていることが森

の巣箱の大きな特徴だ。

● 集落が元気を取り戻した！

集落から子どもの姿が消えて、校舎だけが

ぽつんと残されたとき、「このままでは集落

が消滅してしまう」と立ち上がったのが、現

在「運営委員会」会長を務める大崎登さんだ。

廃校になった床鍋中学校の卒業生である。今

から 10 数年前に、30 ～ 50 歳代の男性が集

まって愛校会組織を結成し、廃校の校庭で

サークル活動を続けていたことが「自分たち

で集落を再生したい」という決意につながっ

た。

こうした住民の熱意と旧葉山村の意向が重

なり、2000 年、高知県の集落再生パイロッ

ト事業の一環として廃校の再利用計画がス

タートし、その推進のために住民による「床

鍋とことん会」が発足した。

廃校は、住民のアイデアを結集させて生ま

れ変わった。戦後間もなく建てられたという

校舎は老朽化が進んでいたが、県の市町村活

性化補助金を受け、8,500 万円をかけて改修

した結果、元の木材をできる限り生かしなが

ら居心地のよい空間ができあがった。

「森の巣箱」ができたことで、集落が元気

を取り戻した。朝早くから高齢者が集まって、

コーヒーを飲んでおしゃべりをしたり、仕事

を終えた男性が夕食時に居酒屋に集まったり

と、これまでなかった光景も見られるように

なった。

支え合い先進地【1】

自分たちの

力と方法と工夫で

地域を元気に

農村交流施設「森の巣箱」
◎高知県津野町
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● リピーターが多い理由

「森の巣箱」という名前には、小さな巣に

全国から飛来してくる小鳥たちを迎え入れよ

うという思いが込められている。旅行雑誌に

紹介されたことで、見学者が殺到。遠くは本

州からの宿泊客も増えた。個人旅行客だけで

なく、小学生のスポーツ合宿、大学生のゼミ

合宿、企業合宿までと幅広い利用があり、口

コミでの来訪やリピーターが多いことも特徴

だ。

「森の巣箱」の魅力とは何だろうか。まず、

趣ある建物、広大な自然、そして集落の人た

ちの心づくしのもてなしである。デッキでと

る夕食には、山菜やかつおといった地元食材

とともに、田舎寿司や煮物など家庭料理が並

ぶ。夕食に華を添えるのは、住民とのふれあ

いだ。仕事を終えた集落の住民がやってきて、

宿泊客と談笑する。

夏休みの早朝に、校庭で行われるラジオ体

操では、３人の集落の子どもたちに混じって、

宿泊している子どもたちの元気な歓声が響い

ている。来訪者は、山間の村に新しい風を運

んでいる。

● 新たな事業展開を見すえて

「森の巣箱」は、集落全員が出資しており、

村民が主体的に運営に関わることで、滞在期

間中の充実度を高め、リピーターを確保でき

るよう努力してきた。

その結果、年間で平均 8,000 人が来訪し、

2,000 人もの宿泊があるようになった。売上

実績も当初の目標であった 800 万円を大きく

上回り、年間 1,000 万円と年々増加傾向にあ

る。今後も「森の巣箱」を存続させるために、

オーナー制の導入や新たな事業展開などを視

野に入れているという。

「森の巣箱」の校庭には、もう一つの「巣箱」

がある。集会所だった建物を改修し、協働作

業所として蘇らせた巣箱である。ここでは、

JAと契約し、地域の高齢者がししとうのパッ

ク詰め作業をしている。繁忙期には夜８時ま

で残業することもあるという。忙しく働くこ

とがやりがいになって、生きいきと働く高齢

者からは生涯現役の自信と誇りが強く感じら

れた。

集落で暮らす一人ひとりができることを束

ねて、地域を自分たちの力と方法で活性化さ

せていく。地域が元気になる新しい提案が、

地域からまた生まれようとしている。

本稿は Juntos45 号の記事に加筆・修正を加えたも

のです。

農村交流施設「森の巣箱」

〒785-0210

高知県津野町床鍋392-2

TEL ＆ FAX 0889-40-1703

大崎登さん

ししとうのパックづめ
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福岡県久留米市安武地区・三原さん家

ほとめきの心で支え合い 
三原さん家
JR 久留米駅から南西に車で 15分ほど、川を渡れば佐賀県という場所にあるのが久留米市安武地区。

三世代、四世代同居の多い農村地域だ。町内で障害がある人の多機能型事業所を運営する社会福祉

法人「拓く」のバックアップを受けて、地域食堂などの活動を行う三原圭子さん。久留米弁で「おも

てなし」を意味する「ほとめき」の心で、住民同士の見守り、支え合い活動を行っている。

■平坦な農村地帯で、米、麦、花、酪農、

果物などの農業に取り組んでいる。三世代、

四世代同居の家族も多いが、農業の後継者

は少なく、日中、若い世代は働きに出てい

て、自宅で一人で食事をする高齢者が多い。

■人口　6,163 人

■世帯数　2,350 世帯

■ 65 歳以上 1,640 人

■高齢化率 26.6％

（2012.2. １現在）

●久留米市の概要

福岡県の南部に位置し西部は佐賀県に隣

接する。福岡県で３番目に人口の多い都

市。福岡市から約 40㎞の場所にあり、近

年は福岡市のベッドタウンとして人口も

増えている。ブリヂストンの創業地であ

り、ゴム加工品メーカーなど製造業も盛

ん。

■人口　302,867 人

■世帯数 122,466 世帯

■ 65 歳以上 66,878 人　

■高齢化率　22.1％

（2012.1 現在）

安武地区

三原さん家の地域食堂での食事づくり

ラジオ体操（公民館前）

Ⅱ 部　福岡県久留米市安武地区・三原さん家 49-70-



１つ役を受けたら１つ降りる

三原圭子さん（76 歳）は、北海道から久留米市に嫁ぎ、

料亭を経営する夫を支えてきた。1960（昭和 35）年より、

現在の安武地区に移り住み、夫とともに自宅の離れで釣

り具の製造工場を始める。1975（昭和 50）年頃から地域

の婦人会に参加し、同時に工場の空きスペースを使い、

地域の人たちに講師になってもらい、料理教室や手芸の

会などを企画・開催してきた。工場では地域の女性を雇

用し、老後の社会保障が重要と考えて厚生年金にも加入

してきた。三原さんの自宅に住み込み、夜間高校に通う

従業員もいたという。2004（平成 16）年に夫が亡くなっ

たので工場は閉鎖した。

婦人会、女性防火クラブ、消費者連絡協議会など、さ

まざまな地域の要職を務めてきたが、「１つ役を受けた

ら１つ降りる」として後進の育成にも尽力している。

現在、安武校区社会福祉協議会会長を務める三原さ

ん。おもてなし上手で人を引き込む魅力にあふれた三原

さんの活動は、どのように広がってきたのだろうか。

ラジオ体操で井戸端会議

三原さんは、2005（平成 17）年頃から近所の人と一緒

にラジオ体操を行っている。ラジオ体操のあとは、三原

さんの自宅でお茶を飲み、７時に解散する。お茶を飲み

ながら「今日は地域でこんなイベントがあるよ」という

話に花が咲く。回覧板で知らされていても、当日になる

と忘れている人もいるので、情報交換やコミュニケー

ションの貴重な場になっている。数日会わない人がいる

と「病気なのかも」「旅行に出かけている」など、見守り

の役割も果たす。

「少子高齢化といっても、この地域では無縁だと思っ

ていた」と話す三原さん。ラジオ体操を始めようと地域

の子どもにも声をかけたが、参加した子どもは１人。だ

が、「みんな昔は子どもだった」と、「昔こども会」という

名称にして、誰もが集える場とした。現在では、15 ～

16 人の「昔子ども」だった 70 ～ 80 歳の人が歩いて三原

さん家にやってくる。夏休みには帰省した孫世代の子ど

もたちも参加し、一緒に身体を動かす。

社会福祉法人「拓
ひら

く」とのかかわり

2001（平成 13）年、久留米市安武町に障害がある人の

多機能型事業所出会いの場「ポレポレ」が社会福祉法人

「拓く」によって設立された。しかし、地元住民からの

根強い反対運動があった。当初、反対する住民ととも

に集会に出席していた三原さんだが、「同じ人間なのに、

どうしてこんなに排除しようとするのだろう」という思

いから、知り合う、理解し合うためにはどうしたらいい

かを考えるようになった。拓くに通う利用者の保護者と

玄関脇に無造作に「植えて」ある松やナンテン。外から地域食堂の様子もうかがえる
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地域との交流を目的につくられたポレポレ倶楽部で、地

域住民に向けた勉強会や講座があると聞けば、地域住民

を誘って拓くに出かける。三原さんのネットワークで、

地域住民が法人施設の中に出入りする、という交流が

徐々に広まっていった。

住まいの提供

ある日、拓くの常務理事の馬場篤子さんより、「利用

者である知的障害がある女性が、父親が入院したため自

宅で暮らせなくなっている」と聞いた三原さん。「それな

らうちに泊まればいいじゃない」というひと言で、その

女性は三原さん宅で１年ほど寝泊まりした。

2009（平成 21）年、三原さんの工場スペースをケア

ホームに改築した。現在は、この女性のほかにもう一人

が暮らし、日中は拓くに通っている。また、緊急対応用

としての１室も確保している。

ケアホームで宿泊訓練をした拓くの利用者が、近隣の

敷地に無断で入ってしまうということもあり、住民から

苦情がくることもあった。しかし、そういった経験を通

して、住民たちが「障害がある人を地域で支える」とい

う力が底上げされているのも、また事実だ。

ケアホームを運営するにあたり、近所に住む三原さん

の義理の妹も手伝うようになった。現在、三原さんと義

妹は、ケアホームの世話人でもある。また、家族と一緒

に住んでいても娘夫婦の帰宅が遅いためいつも一人で夕

食をとっているという女性に、「一人で食べるよりもみ

んなで食べるほうがおいしいから」と声をかけ、一緒に

夕食をとるようになった。

地域食堂の開設へ

三原さん家は、ケアホームとして使われているが、日

中コミュニティースペースは空いている。ケアホーム

のコミュニティスペースを使って地域食堂は 2010（平成

22）年に始まった。一人暮らしや家族と同居していても、

日中一人で食事をとっていると、栄養が偏ったり時間に

もルーズになりがちだ。家にひきこもらずに、コミュニ

ケーションをとりながら食事をしてもらいたい、という

思いはもちろんだが、「一人で食べるよりみんなで一緒

のほうがいい、という気楽なスタートでした」という三

原さんらしい心意気から始まった。

週１回でのスタートだったが、2011（平成 23）年から

は組織化をはかり、毎週火曜日、金曜日という週２回の

食堂は、11時 30 分の開店と同時に、地域住民が次々

と入ってくる。25席ほどの食堂は、すぐに満席になる。

「おいしいね」という声が飛び交い、賑やかなひとときだ。

地域行事や、「ポレポレ倶楽部」で行われるイベントなど

の話題にも事欠かない。ラジオ体操と同じく、ここも地

域の情報交換の場となっている。

１時間ほどたつと、入れ替わるように、地域食堂のス

タッフや拓くの職員が利用する。満席になって地域住民

が待つことがないように、時間をずらしている。

ごはんのお替わりの声もかかる。「ごはんのお替わり

は、おかずがおいしかったか

らこそ」と三原さんは笑顔で

話す。そんな三原さんに会い

たいから、と地域食堂に訪れ

る人も多い。

用意した食事が売り切れる

13 時 30 分頃に閉店となる。

ケアホームに障害がある人が

帰宅する 16時 30 分までには

片づけは終わる。

密度濃い交流の場
地域食堂「三原さん家」

三原圭子さん

ラジオ体操のあとのお茶会の様子。当初は近くの公民館前で行っていた

Ⅱ 部　福岡県久留米市安武地区・三原さん家 51-72-



開店するとすぐに一杯となる。交わされる話から誰かの消息がわかっ
たり、さまざまな情報が広がっていく

開催となった。１回 300 円で、テーブルには地元の野菜

をふんだんに取り入れた、やさしい味つけのおかずがた

くさん並ぶ。

口コミで利用者は増え、現在は 40 ～ 50 食をつくる。

担当者が９時 30 分に来て、11 時 30 分の“開店”までに

用意するのはたいへんあわただしい。

「『食堂』ではあるが基本はケアホームであり、障害が

ある人の生活の場。出勤時間帯にいろいろな人が出入

りしては落ち着かないだろうから」との配慮から、ケア

ホームの人たちの出勤時刻と重なりそうなときは、三原

さんの自宅で食事の用意をする。

地域食堂の運営

地域食堂の担当は４グループに分かれていて、地域住

民によるグループが２つとポレポレ倶楽部の保護者、拓

くの職員だ。担当の日を決めて、献立の決定や食材の買

い出し、当日の調理・配膳までをこなす。

月に１回、運営会議を開く。担当する日の決定や、地

域食堂で耳にした要望などの課題、疑問点などを話し合

う。以前は「地域食堂に出向きたいけれど、歩いていく

三原さん家
〒 830-0071 福岡県久留米市安武町武島 526番地１

TEL　0942-27-1100

代表：三原圭子

法人格：なし。社会福祉法人拓くから運営協力あり。

スタッフ数：ボランティア 10人程度

展開

2005 年　ラジオ体操開始

2009 年　ケアホーム開始（社会福祉法人拓くと協働）

2010 年　地域食堂開始（社会福祉法人拓くと協働）

ことが難しい」という声を受けて送迎も行っていたが、

人員の確保など課題が多く、長く続けることができな

かった。

2012 年度は、拓くが車を提供して、地域住民と任意

の送迎ボランティアグループを設立する予定だ。地域食

堂のほかに、買い物や通院など、日常生活の移動に困っ

ている人の足となり、外出支援を行っていく。

安武地域の今後

常務理事の馬場さんは、安武校区の今後を「過疎にな

るか繁栄するかは、地域を自分たちの力で豊かにしたい

と思う人の力にかかっている」という。当初、障害者施

設建設に反対の声が上がった地域だが、「地域と一緒に

暮らしたい」と願う馬場さんの思いと、その思いを真摯

に受け止める地域リーダーの三原さんの思いが重なっ

て、反対する住民の気持ちも少しずつほぐれ、現在のよ

うな関係ができてきた。

特産品のソラマメを使い、和菓子職人の手ほどきを受

けて「そらまめ餅」をつくったり、ポレポレ倶楽部での

イベント講師を務めるのは、地域の住民だ。

三原さん家は、地域住民の集いの場、情報発信の場で

もあり、同時に見守りや外出のきっかけづくりの役割を

果たしている。

障害の有無や高齢者であること、子どもであることが

ハンディになるのはなく、非常にシンプルに、地域の住

民でありさえすれば、それだけで誰もが暮らしやすいま

ちを目指している。

三原さんの自宅で知的障害がある女性が暮らしていた頃の食事風景。 
近所の一人暮らしの人なども集まって一緒に夕食をとる
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● 地域再生のモデル

「やねだん」は、鹿児島県鹿屋市にある人

口約 300 人の小さな集落だ。正式には柳谷町

内会と言い、地元の人々から「やねだん」と

いう愛称で呼ばれている。家畜の糞尿の臭い

が消える土着金の製造や、からいも（サツマ

イモ）づくりをはじめとする特産品販売を展

開。得られた収益による教育や福祉活動、地

域の活性化事業など、行政の補助金や観光資

源に頼らないまちづくりが認められ、地域再

生のモデルとして、国会の答弁に取り上げら

れるほど全国から注目を集めている。

原動力となったのは、東京で就職したの

ち、Ｕターンして事業を始め、1996 年に柳

谷町内会自治公民館長に就任した柳谷地区の

ある旧串良町出身の豊重哲郎さんだ。高齢化

と人口減少によるによる過疎化が進み、独自

の財源や行政からの補助金がほとんどない状

態だったやねだんで、数々のアイデアを考え、

住民とともに実践し、活性化に結びつけた。

キーワードは「環境」「農業」「教育」「福祉」だ。

● からいもづくり

農業や畜産業が基幹産業であるやねだんに

は、遊休農地が多くあり、長年にわたって農

業に従事してきた経験豊富な高齢者も多い。

そこで、住民から遊休農地やからいもの苗を

まちの魅力を見つけて育てるまち

“やねだん”

やねだん（柳谷町内会）
◎鹿児島県鹿屋市

無償で提供してもらい、からいもづくりを行

うことを企画した。

農地の管理を地元の高校生に割り当て、自

主性を保つために、収益金で東京へ野球観戦

に行く計画を立てた。単に収益を追求するだ

けでなく、高校生が責任をもって地域のため

に取り組み、高齢者と高校生が一つの目標に

向かって汗を流すことで、やねだんの一員と

して成長することができる。初年度は 35 万

円の収益を上げたが、東京までの資金には足

りず、福岡での野球観戦になった。

高校生から始まったからいもづくりは、

年々作づけ面積を増やし、今では大きな収入

源となっている。このからいもづくりがやね

だんブランドの焼酎「やねだん」につながる。

● 土着菌

やねだんがある旧串良町は、農業とともに

畜産業も盛んである。畜産業として収入があ

る一方、悪臭や糞尿といった問題もあり、そ

れはやねだんでも悩みの種であった。微生物

によって臭いを抑えられることを知った豊重

さんは、集落の人たちと協力して、土着菌づ

くりを始めた。米ぬかに土着菌と発酵に必要

な水分などを混ぜ、発酵熱が 40℃に達した

らかき混ぜる。最初は作業ペースの関係で、

1,500kg ずつ製造された。でき上がるまでの

支え合い先進地【5】
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１か月間は 4人一組になって毎朝早朝に撹拌

しなくてはいけない。この作業も住民のボラ

ンティアが担う。こうしてでき上がった土着

菌を、各畜産農家に配布した。

この土着菌を、家畜の飼料に混ぜて食べさ

せると、糞尿の臭いが消えたり、家畜の下痢

が少なくなるなど、土着菌の効果が確実に現

れた。さらに家畜への飼料のみならず、各家

庭から発生する生ゴミに混ぜて自家発酵処理

することで、生ゴミ排出をゼロにする環境対

策にもつながった。今では、機械化された「土

着菌センター」で土着菌をつくり、集落以外

でも販売され、大きな収入源になっている。

母へのメッセージ

やねだん集落の各戸には、無線放送が備え

つけられている。定例のアナウンスに使われ

ているほか、毎年「母の日」「父の日」「敬老

の日」には、やねだんで育ち、今は遠くで暮

らしている若者たちからのメッセージが流さ

れる。やねだんから遠く離れ、暮らしている

若者が自分の両親や祖父母に書いた感謝の

メッセージを、柳谷高校生クラブの人たちが

代読するのだ。順風満帆に思春期を送った若

者だけでなく、親に苦労をかけっぱなしだっ

た若者もいる。このメッセージをとおして、

親と子どもがそれぞれの気持ちに歩み寄り、

感謝と感動が生まれる。「いつかやねだんで

暮らしたい」と思い続けられることが、かけ

がえのないやねだんの一員である意識をつく

り上げるのだ。

● やねだんの原動力

地域の空き家に芸術家が移住する取り組み

や、視察に訪れた人に食事をしてもらう食堂

をつくるなど、住民総参加によるさまざまな

活動をとおして、収益を確保しているやねだ

ん。豊重さんの理念は、「情熱が人を動かす。

感動でしか人は動かない」。アイデアのほと

んどは豊重さんの発想であるが、実際に行動

をするのは豊重さんの情熱と行動に共感した

住民だ。限られた人たち、決められ人たちだ

けが参加するのではなく、住民すべてが自ら

参加する「住民総参加」のまちづくりがそこ

にはある。豊重さんは「補助金におんぶにだっ

こでは、人も地域ももたない」と語る。地域

のリーダーのアイデアや行動、情熱に動かさ

れる住民だからこそやねだんという地域の一

員であることを自覚し、一人ひとりの地域へ

の関心や感謝が高まる。地域への思いがやね

だんの地域活性への原動力なのだ。

本稿は Juntos49 号の記事に加筆・修正を加えたも

のです。

「やねだん」集落のイラスト。公園に設置されている

「やねだん」の公園兼駐車場
には、やねだん焼酎のレプ
リカが飾られている

やねだん（柳谷町内会）

〒893-1605

鹿児島県鹿屋市串良町上小原

4964-2

TEL　0994-63-1731

FAX　0994-63-1732
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